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広報広聴委員会
日本遺産に関する３市議会議長会議
建設経済常任委員会
広報広聴委員会
全員協議会
議会タブレット端末操作研修会
市議会災害対策支援本部会議

市議会災害対策支援本部会議
議会タブレット端末操作研修会
大宮神社例大祭献幣の儀
広報広聴委員会
議会運営委員会
議会タブレット端末操作研修会
９月定例会開会
全員協議会
広報広聴委員会

質疑・一般質問・委員会付託
議会運営委員会
建設経済常任委員会
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
議会運営委員会
９月定例会閉会
全員協議会
広報広聴委員会
広報広聴委員会

編

集

後

記

7
月

8
月

9
月

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
勢
　
田
　
昭
　
一

　
今
年
の
春
以
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
・
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
要
請
さ
れ
た
。
例

年
、
9
月
下
旬
に
各
地
区
で
開
催
し
て
い
た
「
議

会
報
告
会
」
も
、
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
中
止
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
委
員
会
で
は
、
「
議
会
報
告
会
」

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
8
月
下
旬
か
ら
9
月

上
旬
に
実
施
。
そ
の
結
果
、
１
４
１
人
の
方
か
ら

ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
か
ら
、
今
後
の

議
会
報
告
の
「
時
期
」
・
「
時
間
」
・
「
会
場
」

等
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
は
っ
き
り
と
見

え
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
議
会
報
告
会
」
は
、
議
会
・
議

員
の
都
合
で
開
催
し
て
き
た
部
分
が
あ
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。
今
回
、
市
民
の
皆
様
の
お
声
を
拝
聴

で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
開
催
に
と
て
も
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
（
詳
し
い
結
果
は
、
本
議
会
だ
よ
り
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
）
。

　
山
鹿
市
議
会
基
本
条
例
第
５
条
に
は
、
「
議
会

の
活
動
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
公
表
し
、
市

民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
多
用
に
設
け
、
議
会
報

告
会
を
年
に
１
回
以
上
開
催
す
る
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
、

市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
・
熱
い
想
い
を
踏

ま
え
て
、
次
年
度
以
降
の
「
議
会
報
告
会
」
は
複

眼
（
議
員
目
線
・
市
民
目
線
）
で
設
定
し
、
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

令和2年11月1日
発行／山鹿市議会

・常任委員会審査と報告…………２～３
・市政のここが聴きたい…………４～７
・審議結果・賛否表・討論等……８～９
・議会のデジタル化へ………………１０
・開かれた議会を目指して…………１１
・議会の主な動き……………………１２

≪もくじ≫

田中　明　さん（熊本学園大学）
　これまで議会と聞けば、偉い立場にいる方々が集ま
って、難しいことを粛々と話し合っているというイメ
ージが先行して、自ら足を運ぶ事もありませんでした。
しかし台風による被害やコロナ禍で求められている措
置などについて、熱を持って話されているのを聞くこ
とができ、政治を間近に感じることが出来ました。
　持ったばかりの選挙権にも、真面目に向き合ってい
こうと思います。

小牧　日向　さん（熊本学園大学）
　コロナ禍や豪雨災害、教育に関するものなど、市民
のために議論をしていると感じました。
　また、本当に市民の声が反映されていることを実感
しました。
　議員の皆さんが熱い気持ちを持って議会に出席して
いることがひしひしと伝わってきました。
　私たち以外の傍聴者はすべて年配の方で、若い人に、
議員の熱い思いが伝わらないのが残念です。
　今後は周囲の人に議会を傍聴することの面白さを伝
えます。

下田　偲悦　さん（熊本県立大学）
　複数の議会を傍聴していますが、地域によって中身
も雰囲気も全然違うことに驚きました。
　議会のあの緊張する感じがなんとも言えず面白く、
また自分の想いを時間内にしっかり伝える議員さんに
とても憧れます。
　自分も的確に相手に想いを伝えたり、まっすぐに分
かりやすく質問したりできるようになりたいと心から
思います。
　若い世代にはぜひ一度は議会傍聴に参加していただ
きたいので、私たちがしっかり面白さや重要さを伝え
ていきます。

議会を傍聴して

鹿本小学校開校記念大運動会
開会式の赤白団長による「誓いの言葉」

みずか

左から、田中さん、小牧さん、下田さん

めい

ひゅうが

しのぶ
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午前がよい　　午後がよい　　夜間がよい　　いつでもよい

19人

　前号（第26号）巻末でお知らせしましたとおり、令和２年度の議会報告会は新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止の観点から中止しました。
　来年度以降の開催にあたり、参加者数の増加と内容のさらなる充実を図るためにアンケートを
実施しましたので、結果をお知らせします。
　皆様から頂いた意見を参考に、多くの方が参加されるように、開催時間、内容等を検討してい
きます。
　回答にご協力いただき、ありがとうございました。

お住まいの地域 年　齢

回答者（141人）

お聞きになりたい内容（複数回答可）

開催日及び時間帯

　時間帯では「夜間」の開催希望が

多く見られます。しかし、「夜間の

移動に不安がある」との意見もある

ので、昼間の開催も視野に入れて検

討していきます。

　報告だけではなく、「市民の声を

聞いてほしい」「議員の意見を聞き

たい」等の要望も多くありました。

　「意見交換」はテーマを設定する

など、内容の充実を図っていきます。

開かれた議会を目指して
～これからの議会報告会について～

菊鹿町今村

菊鹿町割石

平山鹿北町多久 鹿北町多久

昨年度に開催した報告会のようす

局地的な豪雨が爪痕を残す

　建設経済常任委員会では、7月20日に被害状況を確認するため、現地調査
を行いました。

「令和2年7月豪雨災害」

審
議
結
果
・
賛
否
表
・
討
論
等

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

審
議
結
果
・
賛
否
表
・
討
論
等

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
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常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

※

委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

　広
報
広
聴
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　　
令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
被
害
を
受
け
た
復
旧
工
事
と
今
後

の
対
応
は

　　
津
留
配
水
池
の
送
配
水
管
脱
落
の
応
急
復
旧
工
事
を
行
っ

た
。来
年
度
に
は
設
計
に
と
り
か
か
り
、再
発
防
止
に
努
め
る
。

　　
濁
り
水
に
よ
る
給
湯
器
等
の
故
障
へ
の
対
応
は

　
　
　
今
回
の
補
正
予
算
の
中
に
、
災
害
復
旧
に
伴
う
業
務
委
託

費
と
し
て
、
給
湯
器
等
の
修
理
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　　　　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
の
対
象
者
と
利
用
者
は

　　
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
外
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業

等
の
整
備
地
域
外
に
お
い
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
者

に
対
す
る
助
成
を
継
続
し
て
実
施
。
約
９
０
０
０
人
を
対
象

と
し
、
７
０
６
８
人
の
利
用
が
あ
る
。

　　
市
営
住
宅
の
入
居
状
況
は

　　
現
在
の
管
理
戸
数
１
４
５
１
戸
中
、
空
き
室
が
約
90
戸
で

あ
る
。

　　
入
居
に
際
し
て
の
保
証
人
制
度
に
つ
い
て
、
民
間
保
証
会

社
の
利
用
等
は
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
住
宅
の
建
て
替
え
は

　　
保
証
人
制
度
は
、
滞
納
抑
制
な
ど
効
果
が
上
が
っ
て
い
る

た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
維
持
す
る
。
老
朽
化
に
関
し
て
は
、

市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
等
を
策
定
中
で
あ
り
、
再
生
手

段
に
つ
い
て
も
情
報
を
収
集
し
検
討
す
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
が
全
校
生
徒
・
児
童
に
導
入
さ
れ
る

が
そ
の
通
信
方
式
は

　
Ｌ
Ｔ
Ｅ
方
式
で
行
う
。
な
お
５
年
契
約
と
し
て
お
り
、
そ

の
後
は
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
方
式
も
検
討
し
た
い
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
が
導
入
さ
れ
る
時
期
と
そ
の
指
導
に

つ
い
て

　
生
産
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
の
で
12
月
以
降
に
導
入
予
定
。

８
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
、
有
効
活
用
に
努
め
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
契
約
は
、
単
年
度
、
複
数
年
度
か

　
契
約
は
３
年
間
と
し
て
い
る
。

　
消
防
職
員
の
定
数
は
何
人
か
。
パ
ワ
ハ
ラ
事
案
は
な
い
か

　
定
数
は
85
人
で
、
現
在
の
職
員
数
は
78
人
。
近
隣
の
消
防

署
で
事
案
が
発
生
し
て
い
る
が
、
本
署
で
は
、
調
査
を
行
っ

た
が
パ
ワ
ハ
ラ
と
認
め
ら
れ
る
悪
質
な
行
為
は
な
か
っ
た
。

9/4
開催

建
設
経
済
常
任
委
員
会

◎
冨
田
　弘
海
　○
北
原
　昭
三
　横
手
　啓
介

　池
田
　誠
一
　
　藤
原
　
　豊
　立
山
大
二
朗

9/8
開催 市

民
福
祉
常
任
委
員
会

◎
堀
　
　茂
幸
　○
吉
本
　政
幸
　永
田
　紘
二

　有
働
　辰
喜
　
　芋
生
よ
し
や

9/9
開催

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
寺
崎
　勇
児
　〇
服
部
　香
代
　平
井
　邦
廣

　芹
川
　正
美
　
　冨
丸
洋
一
郎
　勢
田
　昭
一
　

　小
川
　榮
二

◆
付
託
案
件
　
議
案
４
件…

承
認
・
可
決
　
　

　
　
　
　
　
　
認
定
１
件…

認
定

　◆
主
な
審
査
内
容

令
和
2
年
度
山
鹿
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

令
和
元
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
（
中
所
管
）

◆
付
託
案
件
　
議
案
３
件…
承
認
・
可
決

　
　
　
　
　
　
認
定
８
件…

認
定

　◆
主
な
審
査
内
容

令
和
２
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）（
中
所
管
）

◆
付
託
案
件
　
議
案
５
件…

承
認
・
可
決

　
　
　
　
　
　
認
定
５
件…

認
定

　◆
主
な
審
査
内
容

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
年
齢
拡
大
し
て
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
６
か
月
か
ら
18
歳
ま
で
の

費
用
助
成
に
つ
い
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
が
な
い

の
は

　　
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
10
月
１
日
か
ら

12
月
30
日
を
予
定
し
て
い
る
。
受
託
機
関
等
を
鹿
本
医
師

会
と
調
整
し
た
の
ち
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る
。

　　
新
た
な
助
成
で
は
補
助
額
が
３
４
９
０
円
（
自
己
負
担

１
５
０
０
円
）
と
の
こ
と
だ
が
、
対
象
人
数
は
ど
れ
く
ら

い
を
見
込
ん
で
い
る
の
か

　　
今
回
の
対
象
者
は
19
歳
か
ら
64
歳
ま
で
で
２
万
４
２
３

１
人
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
参
考
に
50
％
の
接
種
率
と
み

て
予
算
算
定
し
て
い
る
。

　　
空
き
家
調
査
、
登
録
状
況
は
ど
う
か

　
今
年
４
月
移
住
相
談
窓
口
を
旧
来
民
郵
便
局
に
移
転
し

て
、
改
め
て
空
き
家
の
再
調
査
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
、
専
門
性
を
も
っ
て
対
応
し
、

相
談
も
受
け
て
い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件
、
利

用
者
に
つ
い
て
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

令
和
元
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
中
所
管
）

令
和
２
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

令
和
元
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　山鹿市議会では令和元年度からタブレット端末の導入に向けて協議・検討を重ね、
令和2年9月議会より本格的に導入が開始されました。
　スマートフォンの普及や電子決済の導入、昨今の新型コロナ禍におけるテレワー
クの拡大など、私たちの日常生活でもデジタル化が進んでいます。また、デジタル
庁創設に向けた動きなど、国もICT（＊）化を重点的に推進しています。
　（＊）ICT＝情報通信技術。コンピューターやインターネット技術の総称。

●紙を減らし、環境への配慮・
　コスト削減を実現
●業務効率化・職員の働き方改革

●膨大な資料や情報を携帯できる
●災害時の安否確認、被災状況の
　情報伝達に力を発揮

　タブレット端末は、開かれた議会の実現に向けて、必要
不可欠のツールとなっています。市民の皆様に寄与する議
会構築のため、今後もデジタル化の推進による議会機能の
活性化などに、不断の努力を行ってまいります。

●市民の皆様へ、議員が市政の情
　報をわかりやすく説明できるツ
　ール（道具）として活用

議論・審査の質向上・
災害対応

情報提供の能力向上

ペーパーレス化
議論・審査の質向上・
災害対応

情報提供の能力向上

ペーパーレス化

山鹿市議会デジタル化へ山鹿市議会デジタル化へ山鹿市議会デジタル化へ

審
議
結
果
・
賛
否
表
・
討
論
等

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

審
議
結
果
・
賛
否
表
・
討
論
等

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

タブレット端末
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議
席
番
号
５
番
　
　
有
働
　
辰
喜

◎
認
定
第
１
号
　

　
令
和
元
年
度
末
で
３
年
契
約
の
業
務
委
託
契
約
期

間
が
終
了
し
た
遠
距
離
通
学
対
策
事
業
費
の
う
ち
、

め
の
だ
け
小
学
校
で
運
行
さ
れ
た
貸
切
バ
ス
使
用
に

よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
管
理
業
務
委
託
費
の
算
出

根
拠
で
あ
る
時
間
制
運
賃
と
キ
ロ
制
運
賃
の
う
ち
、

山
鹿
市
が
示
し
た
時
間
制
運
賃
時
間
は
過
大
で
、
国

が
示
す
運
賃
計
算
方
法
を
採
用
す
れ
ば
予
算
額
や
委

託
料
を
抑
制
で
き
る
と
し
て
運
行
時
間
の
見
直
し
を

繰
り
返
し
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
年
度
と
な
る

今
決
算
で
も
減
額
変
更
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
運
行
時
間
の
見
直
し
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
見
直
さ
な
い
場
合
の
損
害
額
は
、
具
体
的
に

は
受
託
事
業
者
が
入
札
時
に
提
出
し
た
運
行
時
間
と

運
賃
単
価
で
試
算
す
る
と
、
貸
切
バ
ス
３
台
（
大
型

、
中
型
、
小
型
各
１
台
）
で
１
日
当
た
り
７
時
間
、

金
額
で
２
万
９
３
９
０
円
、
３
年
間
で
は
５
０
４
０

時
間
、
２
１
１
６
万
８
０
０
円
が
過
大
に
支
払
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
業
務
委
託
費
は
、
７
４
８
７
万
２
８
０
０
円
で
す

の
で
、
実
に
委
託
費
の
約
28
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

な
り
ま
す
。（
以
上
の
金
額
は
す
べ
て
消
費
税
抜
き
）

　
消
費
税
込
み
で
は
約
２
２
４
２
万
円
が
過
大
に
支

出
さ
れ
た
計
算
で
す
。

　
こ
の
過
大
な
運
行
時
間
を
積
算
基
準
と
し
て
業
務

委
託
契
約
さ
れ
た
、
貸
切
バ
ス
使
用
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
管
理
業
務
委
託
費
を
認
め
る
こ
と
は
、
多
額

の
公
金
が
無
駄
に
支
出
さ
れ
た
こ
と
を
容
認
し
、
ひ

い
て
は
過
大
な
運
行
時
間
採
用
の
積
算
基
準
を
も
認

め
た
こ
と
に
な
る
の
で
反
対
す
る
。

議
席
番
号
３
番
　
芋
生
　
よ
し
や

認
定
第
1
号

　
施
設
利
用
料
金
値
上
げ
な
ど
、
住

民
負
担
は
増
加
。
支
援
が
必
要
と
の

認
識
な
ら
ば
、
具
体
的
方
策
で
、
民

生
費
の
執
行
率
を
上
げ
福
祉
の
増
進

を
は
か
る
努
力
が
必
要
。

　
保
育
士
加
算
認
定
が
で
き
ず
、
児

童
福
祉
費
の
不
用
額
が
で
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
を
う
た
う
本
市
は
、

確
保
努
力
が
必
要
。
危
険
で
際
限
の

な
い
税
金
投
入
が
必
要
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
取
得
推
進
事
業
に
反
対

認
定
第
2
号

　
無
収
入
の
子
ど
も
へ
の
均
等
割
軽

減
や
、
基
金
活
用
や
一
般
会
計
繰
入

れ
な
ど
も
行
い
、
低
所
得
者
が
増
え

て
い
る
被
保
険
者
の
軽
減
を
図
る
べ

き
で
反
対

認
定
第
3
号

　
後
期
高
齢
者
は
年
金
給
付
削
減
、

増
税
物
価
上
昇
な
ど
の
影
響
で
、
滞

納
者
が
増
加
。
納
付
促
進
で
は
な
く

負
担
軽
減
こ
そ
行
う
べ
き
で
反
対

認
定
第
5
号

　
介
護
保
険
料
は
増
加
の
一
方
で
、

地
域
支
援
事
業
費
は
減
少
。
介
護
保

険
法
第
１
２
９
条
は
、
３
年
で
財
政

の
均
衡
を
保
た
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
。
介
護
保
険
料
を
取
り

す
ぎ
る
こ
と
な
ど
許
さ
れ
ず
反
対

反 対 討 論

山鹿市役所本庁舎

　単刀直入に、今期限りで政治の世界から身を引く決

意をした。

　平成17年に新しい山鹿市が誕生し、それから16年、

市政運営の先頭に立ち、多くの課題や困難に正面から

向き合い、取り組んできた。この間、議員各位、市民

の皆様、そして身近で支えてくれた職員の皆様への感

謝の気持ちが全てである。

　私が4期目の選挙に当たって掲げたフレーズ、言葉

は「ふるさとの地よ青年であれ！」である。愛するふ

るさと山鹿市が青年のごとく、常に若々しく元気であ

れ！多くの困難にもめげず、希望を持って前進、そし

てたくましく挑戦する山鹿市であってほしいと願いな

がら市政運営に取り組んできた。

　時代が日々変化する今日にあって、今こそ若い力、

若いリーダーが必要であると強く感じている。自らが

身を引き、若い人に託すことで必ずや、その期待に応

えてくれるものと確信している。

質問 　新型コロナ・豪雨災害対策など、この難局
を乗り越えるには中嶋市長の熱意が必要と考
えるが、次期市長選への思いは

答弁 市長

芹川 正美　議員
せりかわ　まさみ

市政のここが聴きたい！市政のここが聴きたい！市政のここが聴きたい！

こちらの
QRコードからご覧いただけます。

インターネット録画配信をご覧いただけます。
山鹿市
ホームページ

市議会
一覧

定例会の
様子

の順にクリックしてください。

➡ ➡

　任期満了を迎える最後の1日まで全身全霊をかけ

職務に当たってまいる。

市政課題に対する市長の思いについて

みずか

審
議
結
果
・
賛
否
表
・
討
論
等

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
⑴

審
議
結
果
・
賛
否
表
・
討
論
等

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
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　ゼ

質問

答弁

新型コロナウイルス感染症対策
（新しい生活様式に向けた諸施策の具体化）

　介護・福祉分野におけるロボット技術や
ICT等の導入を用いたケアモデルの支援につ
いて取り組みは

福祉部長

質問

答弁

災害時における避難について

　避難勧告・避難指示の発令について、日が
落ちて暗くなってからでは、特に高齢者や体
が不自由な方の避難が困難となる。夜間の発
災が予測される場合は、早めの指示等が必要
では

総務部長

　介護・福祉分野においても、全国でロボット技術や

ICT等の活用に向けた様々なモデル事業が実施され、

本市においても一部の事業所ではロボットが導入され、

従事者の負担軽減につながっているとお聞きしている。

　ICTが得意な分野を効率化することで、本当に人が

担うべき業務に時間をかけることが、利用者へのサー

ビス向上、介護福祉人材の確保につながるものと思わ

れるので、先進事例等を参考にしながら、本市におけ

る活用の在り方について、今後も検討を進めていく。

質問

答弁

新型コロナウイルス感染症対策
（第２波に備えた対策）

　PCR検査の充実、並びに秋以降のインフル
エンザの流行も見据えた検査および医療提供
体制の整備を行う必要があると考えるがその
見解は

福祉部長
　新型コロナウイルス感染症の疑いのある患者や、そ
の濃厚接触者が、必要に応じて速やかにPCR検査を
受けられることが重要である。そのための検査体制と
しては、これまでのところ、保健所の努力もあり、適
切に実施されてきているものと考えている。
　ただ、今後の感染拡大を見据えた検査体制の拡充は
必要であり、山鹿保健所との協議を行っている。熊本
県は、県内の検査能力について、現在の１日当たり
322件から10月ごろまでに約1,400件に増やす方針と
しており、県内各地域で、医療機関等での検査体制が
拡充される見込みである。

　近年の気象現象は短時間に甚大な被害をもたらすた
め、早めの避難により命を守る行動をとることが最も
重要。7月豪雨の経験から、未明の避難を避けるよう、
早めの避難行動につながる仕組みを地域住民の皆様と
構築する必要がある。

質問

答弁

　避難所への誘導と対応について、どのよう
な手段があるか。また、被災状況の情報発信
は

総務部長

　避難所を開設する場合、防災行政無線、市ホー
ムページ、やまがメイト、Twitter、テレビ情報
デタポン、メールなどの手段を用いて情報発信を
行っている。さらに災害の危険性が高まった場合
は、広報車や消防団の協力を得て市民一人ひとり
に情報が伝わり避難行動につながるよう努めてい
る。
　今回の災害を教訓とし、将来への備え・意識醸
成のため「広報やまが9月号」で特集を組み、氾
濫危険水位を超えた岩野川の水位のデータや消防
団・地元区長の声を掲載して啓発を行った。
　市道等の交通規制箇所などの被害情報は、地元
区長を通じて住民に伝えているが、規制の長期化
も想定し、今後は市ホームページややまがメイト
等を活用し、継続的に防災・災害に関する情報発
信を行う。

令和2年(第4回)9月定例会審議結果及び賛否一覧

議
案
第
62
号
　専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
令
和
2
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正

　予
算
（
第
4
号
）
）

〇
被
災
者
支
援
…
…
1
0
3
2
万
２
千
円

〇
応
急
対
策
・
測
量
設
計

　
・
衛
生
施
設
（
水
道
）

　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
2
2
0
0
万
円

　
・
農
業
用
施
設

　
　
　
…
…
…
３
億
1
0
2
0
万
6
千
円

　
・
林
業
施
設

　
　
　
…
…
…
1
億
2
2
1
5
万
7
千
円

　
・
公
共
土
木
施
設

　
　
　
…
…
…
2
億
1
8
9
9
万
8
千
円

　
・
そ
の
他
…
…
…
…
8
4
6
万
9
千
円

　
7
月
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
被
災

　
者
支
援
及
び
、
農
林
業
施
設
、
土
木
施

　
設
等
の
災
害
復
旧
に
係
る
経
費

議
案
第
65
号
　令
和
2
年
度
山
鹿
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

〇
豪
雨
災
害
対
策
関
連

　
　
　
…
…
…
…
2
3
億
2
3
5
0
万
円

　
農
林
業
施
設
、
土
木
施
設
等
（
合
計

　
1
1
0
6
件
）
に
係
る
災
害
対
策
関
連

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
4
3
0
0
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
季
節

　
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
を
抑

　
制
し
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保

　
す
る
も
の
。
助
成
対
象
は
19
歳
か
ら
64

　
歳
。
（
18
歳
以
下
及
び
65
歳
以
上
は
既

　
存
助
成
制
度
あ
り
）

認
定
第
1
号
　令
和
元
年
度
山
鹿
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　

　ほ
か 主

な
議
案

議案
第62号

議案
第63号

議案
第64号

議案
第65号

議案
第66号

議案
第67号

議案
第68号

議案
第69号

認定
第 1 号

認定
第 2 号

認定
第 3 号

認定
第 4 号

認定
第 5 号

認定
第 6 号

認定
第 7 号

認定
第 8 号

認定
第 9 号

認定
第10号

認定
第11号

認定
第12号

意見書案
第1号

意見書案
第2号

意見書案
第3号

承　認

承　認

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定
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可　決

可　決

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

議 

決 

結 

果

○は賛成　●は反対　（議長は採決には加わりません）
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郎
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海
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部
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代
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働

　辰
喜

勢
田

　昭
一
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小
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二
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二
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2019181716151413121197654321

○  ○  ●  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

○  ○  ●  ○  ●  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

○  ○  ●  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

○  ○  ●  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

○  ○  ●  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

議　案　等　番　号

議　員　名

（議席順）

専決処分の承認を求めることについて
(令和２年度山鹿市一般会計補正予算（第４号)）
専決処分の承認を求めることについて
(令和２年度山鹿市水道事業会計補正予算(第１号)）

山鹿市手数料条例の一部を改正する条例

令和２年度山鹿市一般会計補正予算（第５号）

令和２年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）
令和２年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）

工事請負契約の締結について

財産の取得について

令和元年度山鹿市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度山鹿市国民健康保険事業特別会計歳入歳
出決算の認定について
令和元年度山鹿市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について
令和元年度山鹿市農業集落排水事業特別会計歳入歳
出決算の認定について
令和元年度山鹿市介護保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について
令和元年度山鹿市簡易水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定について
令和元年度六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和元年度城北財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和元年度稲田財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について

令和元年度山鹿市水道事業会計決算の認定について

令和元年度山鹿市病院事業会計決算の認定について
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国土強靭化の継続・拡充を求める意見書

北原 昭三　議員
きたはら しょうぞう

立山 大二朗　議員
たてやま　だいじろう
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質問

答弁

質疑

答弁

教育総務費補正分の学校再編事業委託料について

避難所について　米野岳中学校区統合小学校住民訴訟（公金
支出差止等）に係る弁護士報酬が計上されて
いるが高額なのでは、これまでの支払い分を
含めた弁護士費用の総額は

教育部長
　裁判の判決確定により弁護士に今回支払う報酬額は
4,290,000円、熊本地裁提訴時着手金1,107,253円、
福岡高裁控訴時着手金2,004,991円の合計7,402,244
円となる。

質疑

答弁

小中学校へのタブレット機器の導入時期と事業費について

　本年度当初予算で市内小中学校児童生徒3
名に1台、および全教員配備分（1,600台）
を議決、残り3分の2は来年度配備予定が今補
正で残りの配備台数全てを計上、導入時期と
補正事業費の内訳は

教育部長

　国が示した年度内に1人1台とする配備方針と「公
立学校情報機器整備費補助金」の採択を受けたことで、
残り2,535台を本年12月に導入予定、補正総事業費約
５億２千万円は５年間のリース契約設定による支出、
今回の補正額3,460万円は、導入後の本年度分支出見
込額である。

質問

答弁

　「山鹿市総合防災マップ」には自主避難所
の掲載がなく、当初開設する６か所と運営方
法を周知するためのチラシ配布を、また山鹿
市総合体育館をコロナ禍の今、７か所目とし
て加える考えはないか

総務部長

　自主避難所・各避難所の位置付け・運営のあり方等、
浸透しきれていない部分がある。早期避難行動に結び
つくように、お願い・お知らせを行い周知を図る。山
鹿市総合体育館は災害状況、避難勧告、避難指示等の
状況により追加開設することとしている。

市長

質問

答弁 市民医療センター事務部長

質問

答弁 福祉部長

質問

答弁 教育部首席教育審議員

質問

答弁 市長

質問

答弁 総務部長

質問

答弁

芋生 よしや　議員

経済部長

質問

※他に弁護士報酬算定根拠、タブレット導入後の利活
　用計画、自主避難所開設基準及び自主避難所・避難
　所・避難場所の違いについて質疑・質問を行った。

新型コロナウイルス感染症対策

　市民を感染から守るための対応は

豪雨・コロナ禍における避難所について

　県南の状況を見て市の対応をどう考えたか

　近年の気象現象では、日頃からの十分な備え、適切
な避難勧告、避難指示の発令で、早めの避難行動へと
つなげることを市民と共有することが重要。

　コロナ禍における避難所の現状と問題点

　7月豪雨時は、感染不安から避難者が減少したとも
考えられる。安心して利用できる避難所、早めの避難
を促す取り組みを進めていく。

令和2年7月豪雨を受けての対策・対応について

新型コロナウイルス感染症を受けての対策・
対応について

①本市における農業用ため池数と今回の被害数
②農業用ため池の改修工事の要件（防災・老
　朽の観点）

　農業分野―特に①お茶②ワイン用葡萄への
影響とその支援

①お茶の生産は、例年通りであったが、新茶の販売時
　期を直撃し、イベントや販促活動ができず、販売が
　低迷した。
　　市として山鹿市産の農畜産物の需要喚起や消費拡
　大を図る目的で創設した｢農業経営体緊急支援事業｣
　の支援対象品目として追加し、茶業関係者に周知を
　図っている。山鹿市茶業振興協議会として、消費拡
　大の取組が予定されているので積極的な活用を推進
　することにより対策を講じる。
②ワイン用葡萄は全て契約栽培のため、生産調整や廃
　棄等もなく、価格等への影響はない。市として、菊
　鹿ワイン生産振興協議会と連携しながら、販売強化
　支援やＰＲ活動を図る。

いもう

有働 辰喜　議員
うどう　 たつき

勢田 昭一　議員
せいだ　しょういち

①本市の農業用ため池は、259ヶ所。被害数は12ヶ所。
②防災を目的とした改修工事は、防災受益面積が7ha
　以上、想定被害額4千万円以上、かつ受益者面積が
　おおむね2ha以上のもので、総事業費が800万円以
　上のものが対象｡負担割合は､国55％、県34％、市9
　％、地元2％となっている。
　　老朽ため池の改修工事は、農村地域防災減災総合
　計画、または、農村地域防災減災推進計画に位置づ
　けられた事業。更に、ため池緊急対策以外のもので、
　施設長寿命化計画等が策定されており、かつ受益者
　面積がおおむね2ha以上の者が対象。負担割合は、
　国55％、県29％、市14％、地元2％となっている。

答弁 経済部長

　「新しい生活様式」実践、「発熱・トリアージ外
来」の設備、医療従事者への特別手当支給など医療体
制整備を進める。

①「発熱・トリアージ外来」の進捗は　
②一般診察・入院受け入れは

①備品・資器材調達段階で、10月末完成予定である。
②通常診療を継続している。検査等がない場合には電
　話で医師の診察・薬の処方も可能となっている。

①PCR検査の方針は
②集団感染のリスクが高い施設職員の検査を
　どう考えるか

①検査体制拡充は必要で、山鹿保健所と協議している。
②感染の影響が大きく、優先的な検査は有効である。

　新しい生活様式に沿った学校生活や少人数
学級をどう進めているか

　県のガイドラインに沿って行い、養護教諭等による
心身ケアにも努めている。

ころう君と学ぶ！　「議会用語の基礎知識」

「質疑・一般質問」ってなんだコロ～？「質疑・一般質問」ってなんだコロ～？
チヨマツ：今日は山鹿市議会の傍聴に行くよ！
ころう君：議員さんが前に立って、何か聞いているコロ～？
　　　　　今日の日程は、「質疑・一般質問」と書いてあるコロ～！
　　　　　「質疑」と「一般質問」って何が違うコロか～？
チヨマツ：ころう君は、「議案」って知っているかな？
ころう君：市長や議員が提案する市の計画や予算（お金の使い方)、
　　　　　条例などを「議案」というコロ！
チヨマツ：よく知っていたね！その議案の説明を聞いて、不明な点や
　　　　　詳細に質問することを「質疑」というんだよ。
ころう君：「一般質問」は何だコロ～？
チヨマツ：「一般質問」は、市長や行政の人たちに、市政に関わる
　　　　　質問をすることで、市長の考え、市の方針、現状や今後
　　　　　の見通しなど、幅広く尋ねることができるんだよ。
ころう君：ぼくの大好きなおにぎりの質問をしてほしいコロ～♪
チヨマツ：（それは難しいと思うよ・・・）

チヨマツ

ころう君

農業用ため池（菊鹿町）

　少人数指導の教員加配予算が来たので、大規模校を
中心に人員確保に努める。

　ころう君
　おめでとう！
おにぎりパワー
のおかげだね♪

「ミュージアム
キャラクターア
ワード2020｣で、
日本一になった
コロ～♪
応援してくれた
みんな、ありが
　とうコロ～！
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含めた弁護士費用の総額は

教育部長
　裁判の判決確定により弁護士に今回支払う報酬額は
4,290,000円、熊本地裁提訴時着手金1,107,253円、
福岡高裁控訴時着手金2,004,991円の合計7,402,244
円となる。
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を議決、残り3分の2は来年度配備予定が今補
正で残りの配備台数全てを計上、導入時期と
補正事業費の内訳は

教育部長

　国が示した年度内に1人1台とする配備方針と「公
立学校情報機器整備費補助金」の採択を受けたことで、
残り2,535台を本年12月に導入予定、補正総事業費約
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法を周知するためのチラシ配布を、また山鹿
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浸透しきれていない部分がある。早期避難行動に結び
つくように、お願い・お知らせを行い周知を図る。山
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　所・避難場所の違いについて質疑・質問を行った。
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　市民を感染から守るための対応は

豪雨・コロナ禍における避難所について

　県南の状況を見て市の対応をどう考えたか

　近年の気象現象では、日頃からの十分な備え、適切
な避難勧告、避難指示の発令で、早めの避難行動へと
つなげることを市民と共有することが重要。
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　7月豪雨時は、感染不安から避難者が減少したとも
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　期を直撃し、イベントや販促活動ができず、販売が
　低迷した。
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　大を図る目的で創設した｢農業経営体緊急支援事業｣
　の支援対象品目として追加し、茶業関係者に周知を
　図っている。山鹿市茶業振興協議会として、消費拡
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　おおむね2ha以上のもので、総事業費が800万円以
　上のものが対象｡負担割合は､国55％、県34％、市9
　％、地元2％となっている。
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　ゼ

質問

答弁

新型コロナウイルス感染症対策
（新しい生活様式に向けた諸施策の具体化）

　介護・福祉分野におけるロボット技術や
ICT等の導入を用いたケアモデルの支援につ
いて取り組みは

福祉部長

質問

答弁

災害時における避難について

　避難勧告・避難指示の発令について、日が
落ちて暗くなってからでは、特に高齢者や体
が不自由な方の避難が困難となる。夜間の発
災が予測される場合は、早めの指示等が必要
では

総務部長

　介護・福祉分野においても、全国でロボット技術や

ICT等の活用に向けた様々なモデル事業が実施され、

本市においても一部の事業所ではロボットが導入され、

従事者の負担軽減につながっているとお聞きしている。

　ICTが得意な分野を効率化することで、本当に人が

担うべき業務に時間をかけることが、利用者へのサー

ビス向上、介護福祉人材の確保につながるものと思わ

れるので、先進事例等を参考にしながら、本市におけ

る活用の在り方について、今後も検討を進めていく。

質問

答弁

新型コロナウイルス感染症対策
（第２波に備えた対策）

　PCR検査の充実、並びに秋以降のインフル
エンザの流行も見据えた検査および医療提供
体制の整備を行う必要があると考えるがその
見解は

福祉部長
　新型コロナウイルス感染症の疑いのある患者や、そ
の濃厚接触者が、必要に応じて速やかにPCR検査を
受けられることが重要である。そのための検査体制と
しては、これまでのところ、保健所の努力もあり、適
切に実施されてきているものと考えている。
　ただ、今後の感染拡大を見据えた検査体制の拡充は
必要であり、山鹿保健所との協議を行っている。熊本
県は、県内の検査能力について、現在の１日当たり
322件から10月ごろまでに約1,400件に増やす方針と
しており、県内各地域で、医療機関等での検査体制が
拡充される見込みである。

　近年の気象現象は短時間に甚大な被害をもたらすた
め、早めの避難により命を守る行動をとることが最も
重要。7月豪雨の経験から、未明の避難を避けるよう、
早めの避難行動につながる仕組みを地域住民の皆様と
構築する必要がある。

質問

答弁

　避難所への誘導と対応について、どのよう
な手段があるか。また、被災状況の情報発信
は

総務部長

　避難所を開設する場合、防災行政無線、市ホー
ムページ、やまがメイト、Twitter、テレビ情報
デタポン、メールなどの手段を用いて情報発信を
行っている。さらに災害の危険性が高まった場合
は、広報車や消防団の協力を得て市民一人ひとり
に情報が伝わり避難行動につながるよう努めてい
る。
　今回の災害を教訓とし、将来への備え・意識醸
成のため「広報やまが9月号」で特集を組み、氾
濫危険水位を超えた岩野川の水位のデータや消防
団・地元区長の声を掲載して啓発を行った。
　市道等の交通規制箇所などの被害情報は、地元
区長を通じて住民に伝えているが、規制の長期化
も想定し、今後は市ホームページややまがメイト
等を活用し、継続的に防災・災害に関する情報発
信を行う。

令和2年(第4回)9月定例会審議結果及び賛否一覧
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議　案　等　番　号

議　員　名

（議席順）

専決処分の承認を求めることについて
(令和２年度山鹿市一般会計補正予算（第４号)）
専決処分の承認を求めることについて
(令和２年度山鹿市水道事業会計補正予算(第１号)）

山鹿市手数料条例の一部を改正する条例

令和２年度山鹿市一般会計補正予算（第５号）

令和２年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）
令和２年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）

工事請負契約の締結について

財産の取得について

令和元年度山鹿市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度山鹿市国民健康保険事業特別会計歳入歳
出決算の認定について
令和元年度山鹿市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について
令和元年度山鹿市農業集落排水事業特別会計歳入歳
出決算の認定について
令和元年度山鹿市介護保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について
令和元年度山鹿市簡易水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定について
令和元年度六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和元年度城北財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和元年度稲田財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について

令和元年度山鹿市水道事業会計決算の認定について

令和元年度山鹿市病院事業会計決算の認定について

令和元年度山鹿市下水道事業会計決算の認定について

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
過疎地域自立促進特別措置法の失効に伴う新たな法
律の制定に関する意見書

国土強靭化の継続・拡充を求める意見書

北原 昭三　議員
きたはら しょうぞう

立山 大二朗　議員
たてやま　だいじろう
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議
席
番
号
５
番
　
　
有
働
　
辰
喜

◎
認
定
第
１
号
　

　
令
和
元
年
度
末
で
３
年
契
約
の
業
務
委
託
契
約
期

間
が
終
了
し
た
遠
距
離
通
学
対
策
事
業
費
の
う
ち
、

め
の
だ
け
小
学
校
で
運
行
さ
れ
た
貸
切
バ
ス
使
用
に

よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
管
理
業
務
委
託
費
の
算
出

根
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で
あ
る
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間
制
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ロ
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運
賃
の
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ち
、

山
鹿
市
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示
し
た
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間
制
運
賃
時
間
は
過
大
で
、
国

が
示
す
運
賃
計
算
方
法
を
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用
す
れ
ば
予
算
額
や
委

託
料
を
抑
制
で
き
る
と
し
て
運
行
時
間
の
見
直
し
を

繰
り
返
し
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
年
度
と
な
る

今
決
算
で
も
減
額
変
更
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
運
行
時
間
の
見
直
し
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
見
直
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な
い
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の
損
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、
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台
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。
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い
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被
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の
軽
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図
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認
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後
期
高
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者
は
年
金
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付
削
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、

増
税
物
価
上
昇
な
ど
の
影
響
で
、
滞

納
者
が
増
加
。
納
付
促
進
で
は
な
く

負
担
軽
減
こ
そ
行
う
べ
き
で
反
対

認
定
第
5
号

　
介
護
保
険
料
は
増
加
の
一
方
で
、

地
域
支
援
事
業
費
は
減
少
。
介
護
保

険
法
第
１
２
９
条
は
、
３
年
で
財
政

の
均
衡
を
保
た
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
。
介
護
保
険
料
を
取
り

す
ぎ
る
こ
と
な
ど
許
さ
れ
ず
反
対

反 対 討 論

山鹿市役所本庁舎

　単刀直入に、今期限りで政治の世界から身を引く決

意をした。

　平成17年に新しい山鹿市が誕生し、それから16年、

市政運営の先頭に立ち、多くの課題や困難に正面から

向き合い、取り組んできた。この間、議員各位、市民

の皆様、そして身近で支えてくれた職員の皆様への感

謝の気持ちが全てである。

　私が4期目の選挙に当たって掲げたフレーズ、言葉

は「ふるさとの地よ青年であれ！」である。愛するふ

るさと山鹿市が青年のごとく、常に若々しく元気であ

れ！多くの困難にもめげず、希望を持って前進、そし

てたくましく挑戦する山鹿市であってほしいと願いな

がら市政運営に取り組んできた。

　時代が日々変化する今日にあって、今こそ若い力、

若いリーダーが必要であると強く感じている。自らが

身を引き、若い人に託すことで必ずや、その期待に応

えてくれるものと確信している。

質問 　新型コロナ・豪雨災害対策など、この難局
を乗り越えるには中嶋市長の熱意が必要と考
えるが、次期市長選への思いは

答弁 市長

芹川 正美　議員
せりかわ　まさみ

市政のここが聴きたい！市政のここが聴きたい！市政のここが聴きたい！

こちらの
QRコードからご覧いただけます。

インターネット録画配信をご覧いただけます。
山鹿市
ホームページ

市議会
一覧

定例会の
様子

の順にクリックしてください。

➡ ➡

　任期満了を迎える最後の1日まで全身全霊をかけ

職務に当たってまいる。

市政課題に対する市長の思いについて

みずか
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市
政
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こ
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い
⑴
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常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

※

委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

　広
報
広
聴
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　　
令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
被
害
を
受
け
た
復
旧
工
事
と
今
後

の
対
応
は

　　
津
留
配
水
池
の
送
配
水
管
脱
落
の
応
急
復
旧
工
事
を
行
っ

た
。来
年
度
に
は
設
計
に
と
り
か
か
り
、再
発
防
止
に
努
め
る
。

　　
濁
り
水
に
よ
る
給
湯
器
等
の
故
障
へ
の
対
応
は

　
　
　
今
回
の
補
正
予
算
の
中
に
、
災
害
復
旧
に
伴
う
業
務
委
託

費
と
し
て
、
給
湯
器
等
の
修
理
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　　　　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
の
対
象
者
と
利
用
者
は

　　
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
外
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業

等
の
整
備
地
域
外
に
お
い
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
者

に
対
す
る
助
成
を
継
続
し
て
実
施
。
約
９
０
０
０
人
を
対
象

と
し
、
７
０
６
８
人
の
利
用
が
あ
る
。

　　
市
営
住
宅
の
入
居
状
況
は

　　
現
在
の
管
理
戸
数
１
４
５
１
戸
中
、
空
き
室
が
約
90
戸
で

あ
る
。

　　
入
居
に
際
し
て
の
保
証
人
制
度
に
つ
い
て
、
民
間
保
証
会

社
の
利
用
等
は
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
住
宅
の
建
て
替
え
は

　　
保
証
人
制
度
は
、
滞
納
抑
制
な
ど
効
果
が
上
が
っ
て
い
る

た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
維
持
す
る
。
老
朽
化
に
関
し
て
は
、

市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
等
を
策
定
中
で
あ
り
、
再
生
手

段
に
つ
い
て
も
情
報
を
収
集
し
検
討
す
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
が
全
校
生
徒
・
児
童
に
導
入
さ
れ
る

が
そ
の
通
信
方
式
は

　
Ｌ
Ｔ
Ｅ
方
式
で
行
う
。
な
お
５
年
契
約
と
し
て
お
り
、
そ

の
後
は
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
方
式
も
検
討
し
た
い
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
が
導
入
さ
れ
る
時
期
と
そ
の
指
導
に

つ
い
て

　
生
産
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
の
で
12
月
以
降
に
導
入
予
定
。

８
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
、
有
効
活
用
に
努
め
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
契
約
は
、
単
年
度
、
複
数
年
度
か

　
契
約
は
３
年
間
と
し
て
い
る
。

　
消
防
職
員
の
定
数
は
何
人
か
。
パ
ワ
ハ
ラ
事
案
は
な
い
か

　
定
数
は
85
人
で
、
現
在
の
職
員
数
は
78
人
。
近
隣
の
消
防

署
で
事
案
が
発
生
し
て
い
る
が
、
本
署
で
は
、
調
査
を
行
っ

た
が
パ
ワ
ハ
ラ
と
認
め
ら
れ
る
悪
質
な
行
為
は
な
か
っ
た
。

9/4
開催

建
設
経
済
常
任
委
員
会

◎
冨
田
　弘
海
　○
北
原
　昭
三
　横
手
　啓
介

　池
田
　誠
一
　
　藤
原
　
　豊
　立
山
大
二
朗

9/8
開催 市

民
福
祉
常
任
委
員
会

◎
堀
　
　茂
幸
　○
吉
本
　政
幸
　永
田
　紘
二

　有
働
　辰
喜
　
　芋
生
よ
し
や

9/9
開催

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
寺
崎
　勇
児
　〇
服
部
　香
代
　平
井
　邦
廣

　芹
川
　正
美
　
　冨
丸
洋
一
郎
　勢
田
　昭
一
　

　小
川
　榮
二

◆
付
託
案
件
　
議
案
４
件…

承
認
・
可
決
　
　

　
　
　
　
　
　
認
定
１
件…

認
定

　◆
主
な
審
査
内
容

令
和
2
年
度
山
鹿
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

令
和
元
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
（
中
所
管
）

◆
付
託
案
件
　
議
案
３
件…

承
認
・
可
決

　
　
　
　
　
　
認
定
８
件…

認
定

　◆
主
な
審
査
内
容

令
和
２
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）（
中
所
管
）

◆
付
託
案
件
　
議
案
５
件…

承
認
・
可
決

　
　
　
　
　
　
認
定
５
件…

認
定

　◆
主
な
審
査
内
容

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
年
齢
拡
大
し
て
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
６
か
月
か
ら
18
歳
ま
で
の

費
用
助
成
に
つ
い
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
が
な
い

の
は

　　
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
10
月
１
日
か
ら

12
月
30
日
を
予
定
し
て
い
る
。
受
託
機
関
等
を
鹿
本
医
師

会
と
調
整
し
た
の
ち
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る
。

　　
新
た
な
助
成
で
は
補
助
額
が
３
４
９
０
円
（
自
己
負
担

１
５
０
０
円
）
と
の
こ
と
だ
が
、
対
象
人
数
は
ど
れ
く
ら

い
を
見
込
ん
で
い
る
の
か

　　
今
回
の
対
象
者
は
19
歳
か
ら
64
歳
ま
で
で
２
万
４
２
３

１
人
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
参
考
に
50
％
の
接
種
率
と
み

て
予
算
算
定
し
て
い
る
。

　　
空
き
家
調
査
、
登
録
状
況
は
ど
う
か

　
今
年
４
月
移
住
相
談
窓
口
を
旧
来
民
郵
便
局
に
移
転
し

て
、
改
め
て
空
き
家
の
再
調
査
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
、
専
門
性
を
も
っ
て
対
応
し
、

相
談
も
受
け
て
い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件
、
利

用
者
に
つ
い
て
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

令
和
元
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
中
所
管
）

令
和
２
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

令
和
元
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　山鹿市議会では令和元年度からタブレット端末の導入に向けて協議・検討を重ね、
令和2年9月議会より本格的に導入が開始されました。
　スマートフォンの普及や電子決済の導入、昨今の新型コロナ禍におけるテレワー
クの拡大など、私たちの日常生活でもデジタル化が進んでいます。また、デジタル
庁創設に向けた動きなど、国もICT（＊）化を重点的に推進しています。
　（＊）ICT＝情報通信技術。コンピューターやインターネット技術の総称。

●紙を減らし、環境への配慮・
　コスト削減を実現
●業務効率化・職員の働き方改革

●膨大な資料や情報を携帯できる
●災害時の安否確認、被災状況の
　情報伝達に力を発揮

　タブレット端末は、開かれた議会の実現に向けて、必要
不可欠のツールとなっています。市民の皆様に寄与する議
会構築のため、今後もデジタル化の推進による議会機能の
活性化などに、不断の努力を行ってまいります。

●市民の皆様へ、議員が市政の情
　報をわかりやすく説明できるツ
　ール（道具）として活用

議論・審査の質向上・
災害対応

情報提供の能力向上

ペーパーレス化
議論・審査の質向上・
災害対応

情報提供の能力向上

ペーパーレス化

山鹿市議会デジタル化へ山鹿市議会デジタル化へ山鹿市議会デジタル化へ
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タブレット端末
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午前がよい　　午後がよい　　夜間がよい　　いつでもよい

19人

　前号（第26号）巻末でお知らせしましたとおり、令和２年度の議会報告会は新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止の観点から中止しました。
　来年度以降の開催にあたり、参加者数の増加と内容のさらなる充実を図るためにアンケートを
実施しましたので、結果をお知らせします。
　皆様から頂いた意見を参考に、多くの方が参加されるように、開催時間、内容等を検討してい
きます。
　回答にご協力いただき、ありがとうございました。

お住まいの地域 年　齢

回答者（141人）

お聞きになりたい内容（複数回答可）

開催日及び時間帯

　時間帯では「夜間」の開催希望が

多く見られます。しかし、「夜間の

移動に不安がある」との意見もある

ので、昼間の開催も視野に入れて検

討していきます。

　報告だけではなく、「市民の声を

聞いてほしい」「議員の意見を聞き

たい」等の要望も多くありました。

　「意見交換」はテーマを設定する

など、内容の充実を図っていきます。

開かれた議会を目指して
～これからの議会報告会について～

菊鹿町今村

菊鹿町割石

平山鹿北町多久 鹿北町多久

昨年度に開催した報告会のようす

局地的な豪雨が爪痕を残す

　建設経済常任委員会では、7月20日に被害状況を確認するため、現地調査
を行いました。

「令和2年7月豪雨災害」
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27第
9月定例会

号

山
鹿
市
議
会
事
務
局

〒
861-0592　

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987-3

電
話
 0968-43-1634

山
鹿
市
議
会
だ
よ
り
 vo
l.2
7

議会の主な動き
1日
16日
20日
22日

27日
　
4日

16日
18日
20日
21日
27日

2日
4日

8日
9日
10日
11日

23日

（水）
（木）
（月）
（水）

（月）

（火）

（日）
（火）
（木）
（金）
（木）

（水）
（金）

（火）
（水）
（木）
（金）

（水）

広報広聴委員会
日本遺産に関する３市議会議長会議
建設経済常任委員会
広報広聴委員会
全員協議会
議会タブレット端末操作研修会
市議会災害対策支援本部会議

市議会災害対策支援本部会議
議会タブレット端末操作研修会
大宮神社例大祭献幣の儀
広報広聴委員会
議会運営委員会
議会タブレット端末操作研修会
９月定例会開会
全員協議会
広報広聴委員会

質疑・一般質問・委員会付託
議会運営委員会
建設経済常任委員会
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
議会運営委員会
９月定例会閉会
全員協議会
広報広聴委員会
広報広聴委員会

編

集

後

記

7
月

8
月

9
月

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
勢
　
田
　
昭
　
一

　
今
年
の
春
以
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
・
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
要
請
さ
れ
た
。
例

年
、
9
月
下
旬
に
各
地
区
で
開
催
し
て
い
た
「
議

会
報
告
会
」
も
、
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
中
止
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
委
員
会
で
は
、
「
議
会
報
告
会
」

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
8
月
下
旬
か
ら
9
月

上
旬
に
実
施
。
そ
の
結
果
、
１
４
１
人
の
方
か
ら

ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
か
ら
、
今
後
の

議
会
報
告
の
「
時
期
」
・
「
時
間
」
・
「
会
場
」

等
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
は
っ
き
り
と
見

え
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
議
会
報
告
会
」
は
、
議
会
・
議

員
の
都
合
で
開
催
し
て
き
た
部
分
が
あ
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。
今
回
、
市
民
の
皆
様
の
お
声
を
拝
聴

で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
開
催
に
と
て
も
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
（
詳
し
い
結
果
は
、
本
議
会
だ
よ
り
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
）
。

　
山
鹿
市
議
会
基
本
条
例
第
５
条
に
は
、
「
議
会

の
活
動
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
公
表
し
、
市

民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
多
用
に
設
け
、
議
会
報

告
会
を
年
に
１
回
以
上
開
催
す
る
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
、

市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
・
熱
い
想
い
を
踏

ま
え
て
、
次
年
度
以
降
の
「
議
会
報
告
会
」
は
複

眼
（
議
員
目
線
・
市
民
目
線
）
で
設
定
し
、
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

令和2年11月1日
発行／山鹿市議会

・常任委員会審査と報告…………２～３
・市政のここが聴きたい…………４～７
・審議結果・賛否表・討論等……８～９
・議会のデジタル化へ………………１０
・開かれた議会を目指して…………１１
・議会の主な動き……………………１２

≪もくじ≫

田中　明　さん（熊本学園大学）
　これまで議会と聞けば、偉い立場にいる方々が集ま
って、難しいことを粛々と話し合っているというイメ
ージが先行して、自ら足を運ぶ事もありませんでした。
しかし台風による被害やコロナ禍で求められている措
置などについて、熱を持って話されているのを聞くこ
とができ、政治を間近に感じることが出来ました。
　持ったばかりの選挙権にも、真面目に向き合ってい
こうと思います。

小牧　日向　さん（熊本学園大学）
　コロナ禍や豪雨災害、教育に関するものなど、市民
のために議論をしていると感じました。
　また、本当に市民の声が反映されていることを実感
しました。
　議員の皆さんが熱い気持ちを持って議会に出席して
いることがひしひしと伝わってきました。
　私たち以外の傍聴者はすべて年配の方で、若い人に、
議員の熱い思いが伝わらないのが残念です。
　今後は周囲の人に議会を傍聴することの面白さを伝
えます。

下田　偲悦　さん（熊本県立大学）
　複数の議会を傍聴していますが、地域によって中身
も雰囲気も全然違うことに驚きました。
　議会のあの緊張する感じがなんとも言えず面白く、
また自分の想いを時間内にしっかり伝える議員さんに
とても憧れます。
　自分も的確に相手に想いを伝えたり、まっすぐに分
かりやすく質問したりできるようになりたいと心から
思います。
　若い世代にはぜひ一度は議会傍聴に参加していただ
きたいので、私たちがしっかり面白さや重要さを伝え
ていきます。

議会を傍聴して

鹿本小学校開校記念大運動会
開会式の赤白団長による「誓いの言葉」

みずか

左から、田中さん、小牧さん、下田さん

めい

ひゅうが

しのぶ




